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係（別紙一覧） 役　　　　割

・防災用具の点検

・校舎破損個所の点検報告

・火災予防及び火気取り締り

・防災害等の心得指導等

・防災用具の保管管理

・火災報知器、消火器、消火栓

  水道栓等の整備点検

・危険物貯蔵施設（ガス置き場等）

  火気使用施設（湯沸かし室等）

  電気設備の整備

・各教科等で使用する薬品、燃料

　類の保管点検

各火元責任者

消化設備管理 事　務　長

光熱器具管理

可燃薬物等管理

各火元責任者
（事　務）

各火元責任者
各学科
理　科

・水産部長

・商業部長

本校の防火組織は下記のとおりである。

ⅩⅣ　学校防災計画

［１］学校防災計画

［２］平常時における防火防災体制（予防管理体制）

火気取扱者は、使用後責任をもって残り火を始末し、警備員に連絡する。

警備員は、防火の重要性を自覚し、常に火気に対する注意と警戒を忘れず、特に火気取扱者より
連絡を受けた場所に留意し、警備にあたる。

防火訓練は、毎学期１回実施する。但し、必要に応じては随時実施することもある。訓練に際し
ては、 宮古島市消防本部の協力を求めることもある。

電気設備、ガス設備、かまど、ボイラー、煙突、焼却場等、発火するおそれのある場所並びに防
火設備の点検は随時おこない、整備につとめ、年１回は専門家に依頼する。

各室の鍵は各１個を所定の場所に保管し、非常事態に備える。

学校若しくは学校付近に火災発生の場合は、学校職員及び市内又は近郊に在住する生徒は直ちに
参集し事態に即応した統制ある行動をする。

学校防災については、沖縄県立学校管理規則（昭和４７年５月１５日教育委員会規則第７号）に
よるほか、下記に定めることによる。

本校施設設備の安全管理と警備及び防災に関する徹底を期し、非常処理、異常事態における人
的、物的被害の軽減を図ることを目的とする。

防火、防災管理者は、学校の防火防災計画を立案し、防火設備、防火訓練等の推進にあたる。

火元責任者は、担当室の「火の用心」に責任を持ち、火災予防に万全を期す。

校舎防火管理

防火防災本部

・校　　長

・教　　頭

・事 務 長

・農 場 長



［３］各室の火元取扱責任者

係　氏　名 施　　　設　　　名 係　氏　名

玉城　司 　生徒相談室 平良舟江

池村　真紀 　農業クラブ室 下地耕一郎

知念　論 　物理、生物、化学室 池田　寿

仲里　輝 　図書館 国吉真之亮

東当一哉 　視聴覚教室 多良間五八士

下里町華 　各教室 各ＨＲ担任

石嶺賢二 津波古陽一

石嶺賢二 津波古陽一

金城聖 仲地博文

狩俣知宏 山城姫乃・仲間行彦

金城聖 嶺井泰志・仲間行彦

金城聖 津波古陽一・仲地博文

下地耕一郎

前里和洋 城間美和

上里博樹 仲宗根夢乃・新城春菜

山城源記 城間美和・仲宗根夢乃

比屋根一誠・上里博樹 新城春菜

上里博樹・比屋根一誠 平良舟江

濱川裕幸・上里博樹 仲宗根夢乃

上里博樹・比屋根一誠 城間美和

前里和洋 城間美和

石嶺賢二 下地耕一郎

東風平渉 嶺井泰志

石嶺賢二 下地耕一郎・赤嶺貞一

前里和洋 嶺井泰志

東風平渉 下地耕一郎・赤嶺貞一

東風平渉 比屋根一誠・赤嶺貞一

東風平渉・赤嶺貞一 前里和洋・友利忠晴

１　階 嵩原将哉 東１階 多良間五八士

２　階 大屋泰彦 ２　階 多良間五八士

３　階 前泊光男 ３　階 和泉好彦

東　側 西１階 栁澤涼子

西　側 ２　階 宮里政光

前泊光男・知念新大 １　階 佐和田竜一

東１階 嵩原将哉 ２　階 玉城千恵子

西１階 嵩原将哉 ３　階 伊敷りえ子

２階講義室 川満翔太 ４　階 下地康隆

２階模型室 神谷良洋 特　別　教　室 武島貴代美

体　育　館 平山常仁・渡嘉敷通大

プ　ー　ル 川満和也

寺瀬雄太 武　道　場 大城利沙

　織　物　実　習　室

　調理準備室・調理実習室Ｂ

　家庭経営室・生活福祉科準備室

　調理実習室Ａ

野 菜 ・ 農 業 基 礎 圃 場

(生活福祉科)

農機具収納室・環境制御室

農具室/農場部（小農具室）

バイオ実験室 ・ 温   室

農 業 科 学 基 礎 鶏 舎

食品製造実習棟（ボイラー室）

奥田賢司

管
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知念新大・川満翔太

海洋科学科ビル

艇　　　　庫

海洋科機関実習棟

畜　産　実　習　室（牛舎隣接）

飼　　料　　室（乾　草　庫）

鶏　　　　　　　　　　　舎

果樹調整室・農具室・トイレ

果   樹   教   室・温   室

畜　　産　　教　　室（２F）

職 員 室･準 備 室･更 衣 室

　用　　　土　　　室

　更　衣　室・ト　イ　レ

(環境クリエイト)

　課　題　研　究　室

　製　　　図　　　室

　測　量　実　習　室

　職員準備室・資料展示室

　動物バイオ室・コンピュータ室

　農業基礎・孵化・実験動物室

　食品化学実験室・準　備　室

　微生物実験室・準　備　室

  進路指導部室

土木沿岸実習棟

車庫・漁具船具室

施　　　設　　　名

潜水プール

  校長室、事務室

　保健室

　職員室

　会議室

　生徒指導部室

　草　 花　 温  　室

　造 　園 　温  　室

　Ｃ　　Ａ　　Ｄ　室

　造　園　実　習　室

(生物生産科)

畜産実験実習室（畜産棟）

　保  育  室・看  護  室

　被　服　実　習　室Ａ

　被　服　実　習　室Ｂ

豚　　　　　　　　　 舎

牛　　　　　　　　　 舎

堆　　　　肥　　　　 室

　被　服　準　備　室 

商業科ビル

厩　　　　　　　　 　舎

飼　料　作　物　（草地）

作　 　物 　　圃 　　場

有機質肥料製造実習棟

フードクリエイト



班　　　長

副　班　長

平 良 舟 江

亀 川 愛 華

防火防災本部 池 田 寿

・校　　長 比 屋 根 一 誠

・教　　頭 仲 里 輝

・事 務 長 川 満 一 美

・農 場 長

・水産部長

・商業部長 山 城 真 奈 美

上 里 博 樹

城 間 美 和

前 里 和 洋

東 当 一 哉

仲 間 行 彦

濱 川 裕 幸

１．担任はクラス誘導、掌握のため外してあります

２．退避班の班長には、学科・コース長を配置しています

３．救護班は、各学年の救護状況等把握のため学年主任を配置しています

４．学科・施設の所在地を原則に配置しています

知 念 新 大
退 避 班

金 城 聖

與 座 里 美

多 良 間 五 八 士 名 嘉 翼

随 時 出 動 班 未配置職員全員、用務員

秦 量 子 ジ ョ ン ソ ン 川 満 和 也

国 吉 真 之 亮 栁 澤 涼 子運水(砂)班

山 城 源 記

警 備 班
濱 川 仁 美 銘 苅 章 人 嵩 原 将 哉

石 嶺 賢 二 平 山 常 仁

渡 嘉 敷 通 大

山 城 姫 乃 嵩 原 将 哉

救 護 班 池 村 真 紀
具志堅優美子

大 城 梨 沙
武 島 貴 代 美

新 城 春 菜 酒 井 利 昌

消 火 班
亀 川 愛 華

非 常 持 出 班
金 城 英 知 寺 瀬 雄 太

平 山 常 仁

新 城 拳 聖

奥 田 賢 司

神 谷 良 洋

［４］非常時における防火防災体制

班

農林キャンパス 翔南キャンパス

班　　員
班　　　長

班　　員
副　班　長

連 絡 通 報 班
富 永 元 佐 和 田 竜 一 宮 里 政 光

下 里 町 華 名 嘉 翼
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※　各班の主な役割は次のとおりとする。

運水(砂)班

消火班

非常持ち出し班

救護班

警備班

待避班

災害の状況判断によって、直ちに消火活動をする。

消火器の位置を定め、常時整備する。

防火用具等の所在を確認し整備する。

「非常持ち出し目録」を作成し、「非常持ち出し」を朱書きする。

非常持ち出しの優先順位を定め、常にその所在を確認しておく。

状況判断によって直ちに宮古広域消防署の出動を求め、放送、電話連絡等により、職
員、生徒を速やかに集合させる。

職員、生徒の連絡網を確立し、有事の際に備える。

状況をたえず本部に連絡する。

用具を整備する。

連絡通報班

予め待避場所を決め、迅速に誘導する。

状況連絡等によっては必要に応じ、各班に応援隊をだす。

助手（男）は、速やかに車両等を待避させる。

消火班と緊密な連絡をとり、消火班の要求に応じて運水(砂)する。

運水(砂)用具の所在を確認しておく。

学校敷地及びその周辺を警備する。

非常持ち出し班と連絡をとり、持ち出された物品を警備する。

警備中異状を認めた時は直ちに適切な処置をとり、本部に連絡する。

動員された生徒以外の生徒を待避させる。

有事に際しては割り当てクラスを必要に応じて動員し、非常持ち出しに当たる。

持ち出しの際は置場を指定し、警備班に連絡する。

救護班の位置を決め、各班に連絡する。

負傷者がでた時は、直ちに救護活動をする。

状況判断によって必要に応じ、校医、保健所等の応援を求める。



１

２

３

４

５

警備員又は警備会社は、災害発見と同時に本部上記中１，２，３，････の順で連絡し、
その後適切な行動をとり、物的被害を最小限度にくい止めるよう、最善の努力をする。

連絡を受けた本部職員は直ちに集合し、適切な状況判断のもとに、遂次集合する職員、
生徒に適切な連絡を発して迅速に活動を開始する。

本部より発せられる指令は、その時の状況判断によってなされるが、一般に上記表中最
下の１，２，３，４，５の順とする。

台風前後の対策や整理も上表に準ずるが、対策や整理活動指令は本部で適切に発する。

農作物や家畜等についての台風前後対策については、農場長を中心に農場部職員間で話
し合い、職員生徒の協力を得て万全を期すものとする。

１ ２ ３ ５
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）

活
動

救
護
活
動

警
備
活
動

４

 参加する職員
 生徒への適切
 な指令

４．事務長
５．農場長
６．水産部長
７．商業科主任

職員連絡

［５］夜間又は休日等における防火防災体制

１．消防隊
２．教頭
３．校長

連　絡
班　長
通　報

防火防災本部

警備員又は
警 備 会 社


